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当
会
は
一
九
八
〇
年
に

前
年
の
塙
山
小
開
校
に
伴

い
、
市
内
で
一
番
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
設
立

し
た
。
設
立
メ
ン
バ
ー
の

一
人
と
し
て
二
十
六
歳
か

ら
関
わ
り
、
四
十
五
年
間
、

ま
さ
に
雑
巾
が
け
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
事
務
局
長
、
ピ
カ
美
化

チ
ー
フ
、
花
と
緑
の
部
長
、
未
来
局

長
か
ら
副
会
長
ま
で
務
め
た
。
草
創

期
は
、
初
代
、
二
代
の
会
長
た
ち
と

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
切
れ
間
な

く
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
仕

掛
け
、
三
年
目
に
さ
ん
さ
ん
祭
り
を

開
催
●
情
報
提
供
や
住
民
の
意
見
を

聞
く
重
要
性
か
ら
初
年
度
末
に
は
月

刊
か
わ
ら
版
を
発
行
（
現
在
五
二
六

号
）、
住
民
意
識
・
生
活
環
境
調
査
も

現
在
ま
で
八
回
実
施
し
、
イ
ベ
ン
ト

型
か
ら
の
脱
皮
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
あ
る
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「
さ
ん
さ
ん
計
画
」

を
策
定
（
現
在
第
七
次
）
し
て
先
導

的
な
活
動
を
推
進
し
て
き
た
●
交
流

セ
ン
タ
ー
は
学
区
内
に
集
会
施
設
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
日
立
市
長
へ
の
要

望
運
動
か
ら
市
内
初
の
セ
ン
タ
ー
（
地

域
セ
ン
タ
ー
～
コ
ミ
セ
ン
～
交
流
セ

ン
タ
ー
）
建
設
が
実
現
し
た
も
の
で
、

塙
山
郵
便
局
も
住
民
調
査
か
ら
当
時

の
郵
政
省
関
東
郵
政
局
長
に
誘
致
を

熱
望
し
、
一
九
八
七
年
に
開
局
し
た

も
の
だ
●
何
も
な
い
時
代
か
ら
の
先

導
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
四
十
五
年

間
で
、
一
九
九
七
年
に
は
、
ま
ち
づ
く

り
論
文
日
本
一
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

と
自
治
省
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
地
区
が

評
価
さ
れ
た
自
治
大
臣
表
彰
の
ダ
ブ

ル
受
賞
と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
に
は

青
パ
ト
の
活
動
に
よ
り
文
部
科
学
大

臣
賞
の
ほ
か
、
県
知
事
賞
も
受
賞
し

て
き
た
●
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原
点

で
あ
る
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
精
神
を

大
切
に
新
た
な
体
制
に
な
っ
て
も
こ

の
ま
ち
づ
く
り
が
持
続
し
更
に
発
展

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
（
副
会
長　

伊
藤
智
毅
）
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災
害
は
忘
れ
る
前
に
や
っ
て
来
る
時
代
。
当
会
で
は
、
地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
に
対
応
で
き
る
組
織
作
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
庭
で
も
防
災
に
つ
い
て
日
頃
か
ら
家
族
間
で
備
蓄
や
避
難
経
路
、
持
ち
出
し
品
な
ど
の
話
し
合
い
を
し
て
、
災
害
に
備

え
る
事
が
大
切
で
す
。
三
月
八
日
（
土
）
は
、
３
．
11
、
９
．
08
を
忘
れ
な
い
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
三
〇
年
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
四
年
、
台
風

十
三
号
豪
雨
か
ら
一
年
半
、
昨
年
は

能
登
半
島
地
震
、
千
葉
県
沖
震
源
地

震
頻
発
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
注

意
（
日
向
灘
地
震
）、
茨
城
県
北
部
震

源
連
続
地
震
、
能
登
半
島
集
中
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
に
襲
わ
れ
た
。

「
災
害
は
忘
れ
る
前
に
や
っ
て
来

る
」「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の

災
害
頻
発
時
代
。
塙
山
学
区
で
は
昨

年
か
ら
「
３
．
11
東
日
本
大
震
災
９
．

08
豪
雨
災
害
を
忘
れ
な
い
防
災
訓
練
」

と
し
て
幅
広
い
訓
練
を
目
指
し
、
今

昨年の３.１１防災訓練の様子

年
度
は
自
然
災
害
時
に
役
立
つ
訓
練

と
し
て
、
災
害
時
事
前
防
災
行
動
計

画
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
と
原
子
力
災

害
時
、
塙
山
学
区
住
民
の
と
る
べ
き

一
月
二
十
九
日
（
水
）
日
立
消
防

本
部
救
急
救
命
士
・
救
命
隊
員
に
よ

る
普
通
救
命
講
習
会
を
塙
山
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
、
十
一
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

行
動
、
皆
さ
ん
か
ら
要
望
さ
れ
て
い

る
交
流
セ
ン
タ
ー
の
一
次
避
難
所
開
設

へ
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

■

　

　

三
月
八
日
（
土
）
午
前
八
時
か
ら

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
塙
山
学
区
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●
　

・
非
常
参
集

　

・
災
害
情
報
協
力
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　

ク
通
信
訓
練

　

・
交
流
セ
ン
タ
ー
避
難
所
開
設
訓
練

●

　

～　

　

・
役
員
と
防
災
士
が
塙
山
交
流
セ

　
　

ン
タ
ー
参
集

●

　
　

・
訓
練
参
加
者
交
流
セ
ン
タ
ー
参
集

　

・
安
否
確
認
訓
練
（
福
祉
局
、
民

　
　

生
委
員
、
近
隣
協
力
者
）

●

　

～
　
時
30
分　
防
災
研
修

　

災
害
を
知
り
災
害
に
備
え
る
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
り
、
リ
ス
ク
、

　

避
難
時
の
備
え
、
避
難
の
タ
イ
ミ

　

ン
グ
、
我
が
家
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に

　

つ
い
て
研
修
。

●
　
時
30
分
～
　
時
30
分　
防
災
講
演

　

昨
年
、
市
か
ら
全
戸
配
布
さ
れ
た

　

原
子
力
災
害
広
域
難
ガ
イ
ド
マ
ッ

　

プ
を
基
に
、
東
海
原
子
力
災
害
発

　

生
時
に
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
塙
山
学
区

　

住
民
が
と
る
べ
き
行
動
や
防
護
措

　

置
に
つ
い
て
講
演
。

※
住
民
の
避
難
訓
練
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
防
災
研
修
や
防
災
講
演
に
関
心

の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

◇
　

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
窓
口
又
は
電
話

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

３
４
‐
５
４
０
４

◇

　

　

昨
年
、
全
戸
配
布
さ
れ
た
「
原
子

　

力
災
害
広
域
避
難
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」

◇
　

９
時
15
分
ま
で
に
塙
山
交
流
セ
ン

　

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
・

異
物
除
去
法
な
ど
一
次
救
命
措
置
と

応
急
手
当
を
講
義
と
実
技
を
受
講
し

ま
し
た
。

心
肺
停
止
か
ら
救
急
車
が
到
着
し

る
ま
で
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
に

よ
る
一
次
救
命
処
置
の
継
続
が
、
そ
の

後
の
生
存
率
や
社
会
復
帰
率
が
高
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

突
然
倒
れ
た
人
や
、
反
応
の
な
い

人
を
見
か
け
た
ら
大
声
で
応
援
を
呼

び
、
一
一
九
番
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手

配
を
依
頼
し
救
急
隊
到
着
ま
で
の
間
、

講
習
で
学
ん
だ
救
命
処
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

後
日
、
受
講
者
に
は
普
通
救
命

講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
も
講
習
会
開
催
を
予
定
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
の
受
講
を
お
勧
め

し
ま
す
。

ＡＥＤを使用した実技訓練
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さ
ん
さ
ん
基
金

匿
名
希
望

現
在
高　
　

  

二
、〇
二
七
、八
九
六
円

読み手の声に耳を澄ませて

受賞作品を記念撮影

斜面をスイスイ滑ります

ロープのつり橋を全員が渡りきりました

三
学
期
一
回
目
の
ク
ラ
ブ
活
動
と

な
っ
た
一
月
二
十
二
日
（
水
）、
野
外

活
動
ク
ラ
ブ
は
、
ロ
ー
プ
渡
り
を
実

施
、
西
原
功
さ
ん
、
手
塚
一
雄
さ
ん
、

山
下
啓
二
さ
ん
、
豊
田
弘
さ
ん
が
実

施
場
所
と
な
る
自
然
の
森
で
ク
ラ
ブ

の
二
時
間
前
か
ら
ロ
ー
プ
渡
り
の
器

具
を
設
営
、
準
備
万
端
の
中
、
安
全

に
ロ
ー
プ
を
渡
る
時
の
注
意
事
項
を

聞
い
た
後
、
早
速
実
技
。
地
上
二
メ
ー

ト
ル
、
ロ
ー
プ
で
で
き
た
つ
り
橋
を
渡

り
始
め
る
と
ク
ラ
ブ
員
た
ち
は
緊
張

し
な
が
ら
一
歩
一
歩
足
を
進
め
、
全
員

が
渡
り
き
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
八
日
（
火
）、
塙
山
小
体

育
館
で
一
年
生
が
「
昔
遊
び
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
行
わ
れ
た
遊
び

は
、
め
ん
こ
・
け
ん
玉
・
は
ね
つ
き
・

お
手
玉
・
あ
や
と
り
。
川
﨑
校
長
先

生
の
他
、
地
域
か
ら
西
村
和
文
さ
ん
、

内
田
隆
さ
ん
、
大
江
信
子
さ
ん
、
伊

藤
和
子
さ
ん
、
早
川
紀
子
さ
ん
、
清

野
美
幸
さ
ん
、
小
澤
聡
美
さ
ん
の
七

名
が
遊
び
の
名
人
と
し
て
参
加
、
遊

び
方
を
伝
授
し
ま
し
た
。

一
年
生
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
五
種

類
の
昔
遊
び
を
体
験
。
初
め
こ
そ
多

く
の
子
が
未
体
験
の
遊
び
に
大
苦
戦

で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
笑
顔
、
笑
顔
。
終
わ
り
の
会

で
は
「
最
初
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

優
し
く
教
え
て
く
れ
て
、
で
き
る
よ

う
に
な
り
楽
し
か
っ
た
」
と
の
感
想

も
。
参
加
し
た
名
人
た
ち
も
楽
し
い

時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

一
月
九
日
の
木
曜
サ
ロ
ン
は
「
郷

土
か
る
た
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

読
み
手
が
読
み
始
め
る
と
真
剣
に

絵
札
に
向
か
い
手
を
伸
ば
す
姿
が
み

ら
れ
ま
し
た
。「
ひ
た
ち
郷
土
か
る

二
月
一
日
（
土
）、
二
日
（
日
）
一

泊
二
日
で
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

手
芸
ク
ラ
ブ
で
は
、
鞍
谷
三
保
子

さ
ん
、
鈴
木
美
幸
さ
ん
、
清
野
美
幸

さ
ん
の
指
導
で
お
ひ
な
さ
ま
作
り
。
体

の
部
分
か
ら
作
り
始
め
、
布
に
型
紙

を
写
し
裁
断
し
た
後
は
針
を
使
っ
て
の

作
業
、
ま
だ
家
庭
科
の
学
習
が
な
い

四
年
生
も
上
手
に
針
を
使
っ
て
い
ま
し

令
和
六
年
度
塙
山
学
区
子
ど
も
書

き
初
め
展
（
第
五
回
）
が
二
月
八
日

（
土
）、
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
一
二
五
名
が
来
場
し
ま

し
た
。

こ
の
書
き
初
め
展
に
は
、
一
月

二
十
二
日
・
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た

塙
山
小
校
内
書
き
初
め
会
に
参
加
し

た
全
児
童
の
作
品
が
応
募
さ
れ
、
そ

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
一
年
か
ら
六
年
生

ま
で
の
入
賞
作
品
四
十
五
点
を
展
示
、

多
く
の
来
場
者
か
ら
作
品
を
褒
め
称

え
る
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
家
族

で
訪
れ
た
入
賞
児
童
は
、
作
品
を
バ
ッ

ク
に
記
念
撮
影
。
お
孫
さ
ん
の
作
品

を
嬉
し
そ
う
に
鑑
賞
す
る
祖
父
母
の

方
々
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
子
ど
も
書
き
初
め
展
で
は
、

主
催
の
塙
山
学
区
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
会
の
他
、
日
立
塙
山
郵
便
局

が
協
賛
、
応
募
児
童
に
は
参
加
賞
と

入
選
児
童
に
は
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
場
に
当
会
が
実
施
し

交
流
セ
ン
タ
ー
中
庭
の
桜
の
木

に
、
昨
年
夏
ご
ろ
か
ら
カ
ラ
ス
が
巣
を

作
っ
て
子
育
て
を
し
ま
し
た
。
鳥
獣

保
護
法
の
関
係
で
、
子
育
て
が
終
わ
っ

た
今
年
一
月
十
四
日
（
火
）
に
巣
の
撤

去
を
行
い
、
枝
の
整
理
を
し
て
巣
を
作

り
に
く
く
し
、
同
時
に
て
ん
ぐ
巣
病

に
か
か
っ
て
い
た
枝
も
二
～
三
本
切
り

落
と
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

塙
山
通
り
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
通
り
の

植
ま
す
に
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
補
植
が
行
わ

れ
ま
す
。
歩
行
者
の
方
に
は
少
し
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。　

◇
と
き　

三
月
三
日
～
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
植
樹

塙
山
小
学
校
の
職
員
室
前
に
あ
る

「
日
立
の
桜
」
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
（
海

側
か
ら
二
本
目
）
に
施
肥
作
業
を
行

い
ま
す
。

◇
と
き　

二
月
二
十
日
（
木
）　

午
前
九
時
三
十
分
～　

小
雨
決
行

未
来
地
球
局
メ
ン
バ
ー
等

高所作業者でカラスの巣を撤去

て
い
る
学
習
や
書
写
、
読
み
聞
か
せ
、

ク
ラ
ブ
、
環
境
整
備
、
安
全
面
等
で

の
学
校
支
援
事
業
を
写
真
で
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
と
塙
山
小
マ
ン
ガ
・
絵
画

ク
ラ
ブ
児
童
の
絵
手
紙
作
品
も
併
設
、

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
学
校
支

援
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
好
評

で
し
た
。

名人に教えてもらいけん玉に挑戦

で
は
、
福
島
県
猪
苗
代
リ
ス
テ
ル
ス

キ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
で
ス
キ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
エ
コ
ま
ち
体
験
隊
と

塙
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
の
子

ど
も
た
ち
十
一
名
、
ス
タ
ッ
フ
九
名
が

参
加
、
学
区
在
住
の
御
園
秀
喜
さ
ん
、

内
田
隆
さ
ん
、
赤
津
正
彦
さ
ん
、
一
戸

修
己
さ
ん
、
茂
野
勝
雄
さ
ん
か
ら
指

導
を
受
け
、
準
備
運
動
を
し
た
後
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
滑
り
ま
し
た
。

初
心
者
の
グ
ル
ー
プ
は
慣
れ
な
い

ブ
ー
ツ
や
板
の
装
着
に
戸
惑
い
な
が
ら
、

カ
ニ
歩
き
で
斜
面
を
登
り
、
ゆ
っ
く
り

滑
り
な
が
ら
止
ま
る
練
習
を
繰
り
返

し
、
午
後
は
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
ま
し

た
。
何
度
か
参
加
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

は
指
導
の
先
生
に
付
き
添
わ
れ
上
級

者
は
滑
走
を
教
わ
り
ま
し
た
。

夕
食
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
友
だ

ち
と
楽
し
そ
う
に
話
し
を
し
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
食
事
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

翌
日
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ゲ
レ
ン

デ
で
雪
景
色
を
バ
ッ
ク
に
写
真
撮
影

し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
時
間

い
っ
ぱ
い
ま
で
滑
走
、
子
ど
も
た
ち
は

み
ん
な
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
笑
顔
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

た
。
次
回
は
、
お
ひ
な
さ
ま
の
完
成
予

定
で
す
。

マ
ン
ガ
・
絵
画
ク
ラ
ブ
で
は
、
当

会
の
西
村
ミ
チ
江
会
長
を
講
師
に
今

年
度
三
回
目
と
な
る
絵
手
紙
。
季
節

感
溢
れ
る
絵
手
紙
が
描
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
三
年
生
の
ク
ラ

ブ
見
学
も
あ
り
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
興

味
を
も
っ
て
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

た
」
な
の
で
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
事

が
、
か
る
た
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
よ
り
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
め
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

一
月
十
六
日
の
羽
根
っ
こ
ゲ
ー
ム
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
羽
の
付
い
た
駒
を
、

赤
白
に
区
別
さ
れ
た
的
に
滑
ら
せ
る

よ
う
に
手
で
投
げ
て
得
点
を
競
う

ゲ
ー
ム
で
し
た
。

赤
チ
ー
ム
は
赤
い
ほ
う
に
、
白
チ
ー

ム
は
白
い
ほ
う
に
駒
が
乗
ら
な
け
れ

ば
、
点
数
に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
投

げ
る
だ
け
で
は
な
い
の
で
、
難
し
い
よ

う
で
し
た
が
、
楽
し
め
た
よ
う
で
、
時

折
笑
い
声
や
、
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。


